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寄 稿

中国地方における地盤系研究室の 紹介

地 盤工 学会　中国支部

1． は じ め に

　先 の 寄稿で は ，山 口 大学の 地 盤 系研究室 を学生編集員

が 取材 した 様子 が紹介 され ま した。こ こ で は，中国 支部

に あ る その 他の 大学
・
高専 に つ きま して ，

ご 所属の 学生

に紹介 して い た だ きま した の で，ご一
読 い ただければ幸

い で す。

2， 大学 ・高専の 研究室紹介

　2．1　鳥取地域

　鳥取大学　工 学部 　土 木工 学科　土 質工 学研 究室 （写

真
一 】）

　本 研 究 室 に は ，教 員 が 2 名，技 術 職 員が 1名 ，大 学

院生 5名，4年生 6名 が い ま す。3年生 は 10月 か ら配属

さ れ，現在 6 名が所属 して い ま す。

　清水正喜先生 は 主 に不飽和 土 を テ
ー

マ と した 研究 を行

っ て い ますが，今年か ら新 しく導 入 された 振動三 軸試験

機 を 用 い て 液状 化 に つ い て の 研究 も始 め て い ます 。 主 に

鳥取県の 砂 を対象に して 液状化特性 を詳 し く調 べ る 予定

で す 。 中村公
一

先生は ベ ン ダーエ レ メ ン トを用 い た実験

的研究や 不連続変形法 に よ る解析を行 っ て い ます。技術

職員の 岩成さんは実験 に おけ る技術的なサ ポ
ー

トを して

い ま す 。

　平成 22年 度の 研究 は ，不 飽和 土 で は ，粘土 や シル ト

試料 を対象に一次 元圧 密 ， 三 軸圧縮 お よび一
面せ ん断試

験を実施して い ます 。 液状化で は，豊浦砂，境港 の砂を

対象とし て振動三 軸試験 を 行 っ て い ま す。

　 ゼ ミは 週 に 1回 行 わ れ ，研究経過 を 報告 す る と と も

に 就職活動な どの 状況 を報告 し ま す。4 年生は，前期 は

ど うして も就職活動報告 が メ イ ン とな り， 後期 か ら研究

写 真
一1　 鳥取大 学工 学部 土 木工 学科 土質 工 学研 究 室の メ

　 　 　 　 ン バ
ー
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経過報告が メ イ ン とな りま す。研究 は，基本的 に は，学

生 が 主 体 とな っ て行 い ま す 。 ゼ ミ で の報告の際に先生 が

ま ず初め に意見を言 うこ とは少な く，質問し学生 自ら考

え させ る 場面 が 多 々 見 られ，プレゼ ン テ
ー

シ ョ ン カ，論

理 的 分析力 や 判断力の 向上 に つ な がる と思い ます。ゼ ミ

が毎週行われるの で ，研究の 方向性 に つ い て ，そ の 都度

ア ドバ イ ス を受 け やす い 環境となっ て い ます 。

　土 質工 学研究室の ホ ー
ム ペ ー

ジ （http；〃www ．cv ．tot−

tori−u ．ac ．jp！geotec1） もこ さい ま す の で，そ ち らも参考

に して い た だ け た らあ りが た い で す 。

（文責 ： 下 垣 克夫　鳥取大学 Ml ）

　 2．2 島根地域

　島根大学　総合理 工 学部　地球資源環境学科

　 自然災害工 学講座 （写真
一 2）

　本講座 に は，教 員 4 名 （横 田修
一

郎先生 （応用地質

学）， 増本清先生 （地質工 学）， 汪発武先生 （防災工 学），

志比利秀先生 （土質力学）），学生 20名程度が所属 して

お り，土 の 力 学的性 質や 地 下 水 の 流動，地 す べ りな どの

地盤災害やそ の 防災 に関する 研究を行 っ て い ます。

　地 盤 工 学実験室 に は
一
軸圧縮試験機，三 軸圧縮試験機 ，

圧密試験機，CBR 試験な どが 行える締固め試験機およ

び貫入 試験機，試料の 内部構造 を 観察で き るデジ タル フ

ァ イ ソ ス コ
ー

プな ど を完備 して い ます。近年，実験室 で

は主 に，産業廃棄物の地 盤材料へ の有効利用 に 関 す る研

究 を 行 っ て お り，産業廃棄物を豊浦珪砂や MC ク レ
ー

に混 入 し て作製 した供試体 に
一
軸圧縮試験や CBR 試験

を行 い ，そ の 強度変形特性 を 明 らか に して き て い ま す。

　講座全体 で は前期に週 1 回，3，4 名ず つ 各自の研究 に

関 す る論文 を 講読し ， 内容 を ま とめ て 発表 しま す 。 ま た

写真
一2　 島根大学 総合理 工 学部地 球資 源環境学科　実験

　 　 　 　 風 景
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英語文献 を紹介する こ ともあ ります。後期 で は卒業論 文

や修士 論文 に関す る研究の 途中経過 を 中 間発表とい う形

で 報告 し ます。質疑応答 に は，教員だ け で なく学生 も積

極的 に 参加 して お り，活発 な 意見交換が 展開さ れ ます 。

そ れ に 加 え，各研究室で ゼ ミ を行 っ て い ま す。

　平成22年 の 秋 に は 島根大学 が 中心 とな り，山 陰防災

フ ォ
ー

ラ ム の 講演会 が 開催 され ま した 。 山陰防災 フ ォ
ー

ラ ム で は 公開 フ ォ
ー

ラ ム ，シ ン ポ ジ ウ ム ，ワーク シ ョ ッ

プ，防災学習会，現地 見学会 を通 じて，自然災害防止 に

関する経験 の交流，研究の 推進，地域の 特性 に 適した防

災技術 の 開発 や共 同研 究を 目的と して い ま す。山陰地 域

を対象 と した 自然災害 の 防止 お よ び 軽減や ，防災 に関 す

る情報 交換 の場 が構築され つ つ あ ります 。

（文責 ：大島章寛　 島根大学 M2 ）

　松江工業高等専門学校　環境 ・建設工学科

　松江高専 で は ，河原荘
一

郎教授 が 落石 の 衝撃 に 関 す る

室内実験，松 江 市 の 地 盤 震動調 査 お よ び土 質力 学 に 関す

る教材開発 を行 っ て い ます。それぞれの 先生 に は平均 4

人 の 本 科学生が配属され ま す が，地 盤系の 研究室 は学 生

の 人気 が高 い 方 で はあ りません。学生は普段卒研室 に 居

ま す が，専 用 の 机 や パ ソ コ ン は あ り ま せ ん 。 毎 週 2 回

の 卒研の 時間 に は 先生 の 研究室や 土 質実験室へ 行 き研究

を 行い ま す。ま た，気候 の よい 時季 に は 常時微動観 測 へ

出か け ま す 。 卒研時間終了時に は研究 日 誌 を書 き，先生

の チ ェ ッ ク を受けます。で すから，先生 との コ ミ ュ ニ

ケー
シ ョ ソ は ば っ ち りで す。

（文責 ： 上江大輔　松江高専本科 2011年卒）

　 2．3　岡山地域

　 岡山大学　環境理工 学部　環境管理工 学科

　環境施設研究室

　 岡 山 大学 環境 理 工 学部環境管理 工 学科 に は 多 くの 農業

七木系 の 研究室 が あ りま す 。 私 が所 属す る環境施 設研 究

室 で は地ag　T一学 に 関連 した 研究 も行 っ て い ま す 。 同研究

室 には 現在，西村伸
一

先生 と藤澤和謙先生がお られます。

昨年度 ま で 村 山 八 洲雄先生 もい ら し た の で す が，め で た

く定年退職さ れ ま し た 。 西 村先生 は 土構造物の 信頼性

（reliability ）に つ い て の 研究 を ， 藤澤先 生 は 侵食 （ero −

sion）を キ
ー

ワ
ー

ドに研究を 進 め て お られます。

　各先 生 方 は 毎 年 3 人 程 の 学部生 と同 程 度 の 大学院生

の 指導 を な さ っ て い ま す。私の 担当教官は藤澤先生 で あ

り，堤防の 越流破堤実験を して い る とこ ろで す 。 西村先

生 ・藤澤先生 ともに面白い 先生方 で ，研究室 で モ ノマ ネ

を す る こ ともあ ります （正直，似 て い る時 も似 て い な い

時 もあ りま すが
…

）。研究室 の イベ ソ トは 4 月 に 花見

10月 に 新メ ン バ
ー

の 歓 迎 会，12月 に 忘年会を して い ま

す 。 新年会 は 卒 業 ・修 士 論 文 の 追込 み 時 期 と重 な る た め，

行 っ て い な い よ うで す。

　 研究活動 で は突然 に違うテ
ーマ の こ とを言 わ れ た りし

て，ビ ッ ク リす る こ と もあ りま す が ， 精 力 的 な先 生 方 に

囲 まれ ，研究室
一

丸 とな っ て 勉強
・
研究 に 励 ん で い き た

い と思 い ま す。

（文責 ：辻林厚
一

　岡 山 大学 M1 ）

36

　岡山大学　環境理工 学部　環境デザ イ ン 工 学科

　地盤工 学系研 究室 （写 真
一 3）

　岡 山大学環境デザ イン 工 学科 に は地盤工 学系研究室 と

して 三 つ の 研究室 が あ ります。私が所属 す る竹下 研究 室

で は ，竹 ド祐二 教授 の 下，不飽和 浸 透 特 性 を 原位置 で簡

便 に評価 す る た め の 試験方法 を研究 して い ま す。主 に ，

地中 レ
ー

ダを用 い た 非破壊調査や 原 位 置 透 水 試 験 に つ い

て 研究 を進め て い ま す 。 西垣 研究室 で は，西垣誠教授 の

下，
5

地
一
ド水浸透

”
に 関す る研究 を 幅広 く行 っ て い ま す 。

近年は，
“

地 盤環境
”

が研究の キーワードに な っ て お り，

土 壌
・
地 下水汚染 や放射性廃棄物処 分 に関す る トピ ッ ク

ス を取 り扱 っ て い ま す。小 松 研 究室 で は，小松 満准教授

の ド， 不飽和領域 に おけ る物理的現象を解明する こ とを

大 きな 目的 と して 研 究 を し て い ま す 。 各パ ラ メータ を 計

測す る上 で，供試体 に様 々 な境界条件を与 え て実験をし

て い ま す。

　 そ れ ぞ れ の 研究室 で は，日 々 熱心 に 研究 を行 っ て い ま

すが，時 々 学生 と先生方 で
一

緒 に 食事 を し た り，宴会 を

した りす る こ と もあ りま す 。 ま た ， 私の 研究室 で は み ん

なで ボウ リン グ （ボ
ー

リン グじゃ な い 方） に 行 っ た りす

る こ と もあ りま す。こ の 時の ボ ウ リン グ で は，み ん な で

和気 あい あい に とい うよ りも，い つ もの上
一
ド関係を忘れ

真剣 に ボ ウ リン グ を して い ま す 。 こ う い う行事を 通 して ，

学生同士 や先生方 と も親交を深め，研究室
一

丸とな っ て

目々 研究に 励んで い ま す。

（文責 ： 滝野康 教 　岡 山大 学 M1 ）

写真一3　 岡山大学地盤 系研究室の メ ン バー

　2．4 広島地域

　広 島県 に は ，広 島大 学 工 学 研究科，国 際協力研究科

（IDEC）， 広島工 業 大 学 ，福 山 大学，呉工 業高等専門学

校 な ど に地 盤系研 究 室が あ りま す。中国 支部特集 とい う

こ とで す の で，そ れ ぞ れ の 研究 室 の 紹 介 を させ て い た だ

き た い と こ ろ で す が，誌面 の 制限一L，広 島 大学工 学研究

科 と呉 高専 の研究室 に つ い て 紹介 させ て い た だ きた い と

思 い ま す。

　 広 島大学　工 学研究科

　地盤工 学研究室 （写真
一 4 ）

　2010年 12月 現 在 ，広島大学 の 地 盤 工 学研究室 に は 土

田孝教 授 ，一
井康 ．誰 教授 ，加納誠 二 助教 の 3 人の 先

地盤工 学会誌，59 −5 （640）
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生方がお られます。土 田先生は，浚渫土圧入 によ る人工

干潟沈下の 復元工 法 や 住民参加 型現地 調査を 考慮した降

雨 時 の 危険度評価 シ ス テ ム の 構築を 目指 した 研究をされ

て い ま す 。

一
井 先 生 は，土 構 造 物 の 地 震時応答 特性 に 関

す る 研究 な ど，構造物 の 性能設 計 へ つ な が る研究 を 手 掛

け られ て い ま す 。 加納先生は ，降雨 特性の 違 い に よる土

中水分変動 な どの 研究 を され て お り ， な に よ り も愛 犬 を

こ よなく愛する先生 で す。

　 学 生 は修 ± 2 年 5 名 ，1 年 5 名，学 部 4 年 7 名が 所 属

し，学部 4 年 の 7 名 の 内 6 名 が 広 島大 学 大 学院 へ の 進

学が 決 ま っ て い ま す。ま た ，シ リア か らの 留学生1名が

研究生 と して 所属 して お り，2011年度 の 大学院 入学 に

向け て勉強し て い ます。

　研究室 とし て の イベ ソ ト もた くさん あ りま す 。
ゴー

ル

デ ン ウ イーク に は研究室 OB を招 い て の BBQ
，
12月 に

行わ れ る土 の 日 （研究 室 OB 会）で は，研究 室 の 活動 を

OB に 報告 した り して い ます。ク リス マ ス 前 に は ， 土 田

先生宅 に研究室 の
一

同が招 か れ，きりたんぽパー
テ ィ

ー

と称 した 忘 年会 が 毎年開 か れ ま す。ま た，秋 く らい に は，

愛媛大学の 地盤系研究室 と合同ゼ ミ （しまなみ ゼ ミ）を

開 き，研究 発表会や ソ フ トボール 大会 な どを 行い ，他大

学 との 交流 も深めて い ます。

　広島大学地 盤 工 学研究室 は，研究 に対 して，また 日 々

の 生 活 に 対 して もポ ジ テ ィ ブ に，そ し て ア ク テ ィ ブ に 取

り組 む こ とを 心 が け て い ま す ！

（文責 ：花岡　尚　広島大学 M1 ）

写 真一4　 広 島大学地盤工 学研 究室の メ ソ パ ー

　呉 工 業高等専門学校　環境都市工 学科 （写真
一 5）

　呉高専 で は，森脇武夫教授，小堀慈久教授，重松尚久

准 教授 の 3 人 の 先 生 方 が 地 盤 に 関わ る 研究 を さ れ て い

ま す。そ れ ぞ れ の 先生 に 5 人 前後の 学 生 が 配属 さ れ ま

す 。学生の 配属 は，基本 的に 学生 の 希望 で 行わ れ ま す が ，

定員 を k回 っ た 場合 に は抽選 で 調 整 さ れ ま す 。 地 盤 系 の

研究室は 学生 か らの 人 気 が高く，抽選 とな る こ とが多 い

で す。呉高専 は先生 と学 生 が…
つ の 同 じ部屋 で 研究 を 行

May ，2011
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うた め ，
コ ミュ ニ ケーシ ョ ン が取 りやすい 環境 に ある と

い うメ リ ッ トが あ ります。 昼食 な どを一
緒 に とる こ と も

多 い で す。近年，先生方の数が少な くな っ て きて おり，

森脇先生 は 教務主 事 と専攻科長 を兼任す る な ど，先生方

は激 務 に 追 わ れ て い ま す。そ の よ うな忙 しい 中で も，学

生が卒業研究 に追われて い るときに は ， 夜 を徹 して ま で

指導を して くれ ま す。こ の よ うに 先生方か ら熱心 な指導

を受 け，呉高専生 は即戦力 の技術者へ と鍛え上 げ られ，

社会 へ 飛び 立 っ て い ます。

（文 責 ；花 岡　尚　呉 高専 専 攻 科 2010年卒）

写真一一5　 呉工 業高等専門学校地 盤 系研究室の メ ン バ ー

　2．5　 山ロ 地域

　徳山工 業高等専門学校　土木建築工学科 ・専攻科　環

　境建設 工 学専攻　地 盤 工 学研究室

　徳山高専で は，上俊二 教授，桑嶋啓治助手，福田靖技

官の ご指導の 下 ，軟弱地 盤 の 改良工 法 ， 法面保護工 法 ，

杭の 先端支持力特性などに つ い て研究を行 っ て い ま す。

研究室 全体で 10名程度の 学 生 が配属さ れ て お り，そ れ

ぞ れ が活気 に 満ちあふ れ て い ます。主 に実験 主 体 の研 究

を行っ て い ます 。 さ らに ， 企 業 との 共同研究も活発に行

わ れて い ます。企 業 の 方からは厳 しい こ と も言 わ れ ま す

が，学生 の うち か ら企 業 の雰囲 気 を感 じ る こ とが で き る

た め，とて も有意義 な 社会勉強 の
一

つ とな っ て い ま す。

先生方 も気 さ くで，コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン が 取 りや す い 環

境 に あ りま す 。 学会発表 で きるように頑張 っ て い ます。

（文責 ： 千葉　光　徳山高専専攻科 2 年）

3．　 お わ り に

　以 上 ，中国 地 方 に お け る地 盤 系研 究 室 を 紹介 させ て い

た だ きま した 。 中国支部 で は，主 に 土質工 学セ ミナ
ー

で

の ポ ス タ
ー

セ ッ シ ョ ソ で 各研 究 室 の成 果 に つ い て 活発 な

交流 が 行われ て い ま す 。今後 も各地 域 が 企 画 す る セ ミ

ナ
ー

や講習会等 を通 じて，教員 お よび学生 の つ な が りを

一
層強めて い きたい と思い ます。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （原稿 受埋 　　2011 ．1．5）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 37
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　


